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浅間山における人工地震構造探査

Active source seismic experiment in Asama Volcano, Japan
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浅間山は 2004年に中規模噴火が発生したように，日本でもっとも活発な火山のひとつである．最近の地震およびGPS
観測網の充実により，噴火に先立ち山頂西側約 4 km，海面下 1-1.5 kmの地点まで東西走向のダイクが貫入し，そこから
水平に山頂直下まで移動し，さらに垂直に移動して噴火にいたるというマグマの動きが明らかになった．このように観
測されたマグマの通り道が地下の物性とどのように関係しているかを明らかにするために，2006年 10月に人工震源を
用いた構造探査を行った．構造探査は，浅間山周辺の 5ヶ所において 250-300 kgのダイナマイトを爆破し，そこから発
生する地震波を，臨時に設置された約 450点の 2 Hz地震計によって記録した．観測点間隔は約 100-150 mである．ほと
んどの観測点は，先行研究から推測される東西走向のダイクの検出および山頂直下の 2次元地震波速度構造を明らかに
するために，南北および東西方向に十字状に設置した．また，山体およびその周辺からの散乱波を観測するために，い
くつかのアレイも設置した．解析の第一段階として，我々はまず手動で初動走時を読み取った．初動走時の見かけ速度
は，震源距離が 10 km以下のところでは約 3 km/sであるが，10 kmを越えると約 6 km/sとなる．このことから大まかに
見積もると，基盤における P波速度を 6 km/sとすると，基盤上面は観測点（標高 1000-2500 m）から約 3 km下方にある
ことになる．講演では，東西・南北各測線の 2次元速度構造について報告する．


